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１. はじめに 

藻場は、海の森とも例えられ、魚類の産卵

場や幼稚魚の生育場等として、生態学的・水

産学的に重要な役割を担っています。しかし、

近年では環境の変化等により藻場は急速に減

少しており、その対策が急がれています。 
藻場再生の方法の１つとして、生分解性繊

維に海藻の胞子体を塗布し、海中の岩礁や杭

に固定し、海藻を生長させる方法があります

（図１）。この場合、海藻が仮根を張った後

に繊維が分解することが求められています。 
しかし、現在流通している生分解性繊維は

海中での分解が遅く、6 ヶ月程度では分解せ

ず、杭などに繊維が残ってしまう問題があり

ました。そこで当センターでは、海中での分

解性を高めた繊維について地元企業と共同で

研究しています。以下にその内容を簡単にご

紹介いたします。 
 
 

 
 

 
 
２. 試験サンプルの試作について 

生分解性樹脂は、①安定供給可能な樹脂で

あること、②海中で溶出する成分がないこと

を満たす、ポリブチレンサクシネート（PBS）
系の生分解性樹脂を選定し、この樹脂に分解

促進物質であるデンプンを添加することで海

中での分解性向上を目指しました（表１）。

試験サンプルは、当センターにて保有してい

る溶融紡糸装置を用いて作製しました。 
 

 
 

 

 

 
３. 海中での分解性の評価について 

海水浸漬試験では、浸漬期間を６ヶ月とし、

月に１度試験サンプルを採取し、物性の測定 
結果から海中での分解性を評価しました。 
 
 

 
図２は海水浸漬試験前後の試料表面形状

です。海水浸漬試験前は各試料とも表面が滑

らかですが、６ヶ月の海水浸漬により、試料

表面にクラックが生じ、さらに、デンプンの

添加割合が増えるにつれて、試料表面のクラ

ックが大きくなっています。このことから、

デンプンの添加割合の増加により、海中での

分解性が向上していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３は海水浸漬による繊維の強度変化で

す。いずれも海水浸漬期間が長くなるにつれ

強度が低下していることがわかります。海水

浸漬により強度が浸漬前の 50%以下になる

期間は、PBSA の４ヶ月に対し、PBSA40 で

は２ヶ月と半減しており、デンプンの添加に

より海中での分解性を２倍以上促進できるこ

とがわかりました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

４．おわりに 

当センターでは上記の研究以外に、様々な

繊維に関する依頼試験や技術相談にも応じて

おりますので、ぜひご利用ください。 

図１ 藻場再生のイメージ 

海水浸漬 0 ヶ月 海水浸漬 6 ヶ月 

図２ 海水浸漬前後の試料表面形状 
（上：PBSA  下：PBSA40） 

三河繊維技術センター 産業資材開発室 宮本 晃吉 (0533-59-7146) 
研究テーマ：海中での生分解性に優れた繊維の開発 
担当分野  ：繊維製品の性能評価 

表１ 検討樹脂一覧表 
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図３ 海水浸漬期間と強度保持率の関係 
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素材 形態 詳細

PBSA
　デンプン添加なし

PBSA20
　PBSAにデンプン20%配合

PBSA40
　PBSAにデンプン40%配合

PBSA
(ポリブチレンサクシ
ネートアジペート)
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藻場再生用資材について 


